




 

  



 

～講評～ 

大問 1 漸化式と極限の問題。最終的にはさみうちの原理を用いて極限を求める問題でしたが、類題を解いたことの

ある受験生も多かったでしょう。 

大問 2 空間座標における折れ線の長さの和の最小値を求める問題。対称な点を求めて直線で結ぶだけの典型問題

でした。ここは完答してほしい。 

大問 3 指数関数のグラフに関する問題。ただ微分するだけで、やや計算が面倒なだけの問題でした。 

大問 4 媒介変数で表された関数の問題。（1）は変曲点を具体的に求めることはできませんが、x＝0、π のとき微

分係数が 0 になることには注意が必要です。（2）はまず r を固定し、積分を用いて面積を求める問題でした。 

 

昨年度までは 100 分大問 5 問の出題でしたが、今年度から 90 分大問 4 問の出題となりました。難易度はやや易

化。［2］［3］を完答し、［1］［4］からできるだけもぎ取るという形で、ボーダーは 7 割程度になると思われます。 

 


